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真
貼
付 

  

 

新
会
長
『
松
井
典
夫
』氏
を
迎
え 

新
体
制
ス
タ
ー
ト 

六
ヶ
所
村
産
業
協
議
会 

会 
 

報 
 2012年度 年刊   

平
成
２
４
年
５
月
１
５
日
定
期
総
会
開

催
。
前
年
度
事
業
・
収
支
報
告
及
び
新
年

度
事
業
・
予
算
計
画
、
一
部
規
約
改
定
並

び
に
役
員
改
選
が
承
認
さ
れ
新
年
度
事
業

が
ス
タ
ー
ト
。 

 

【
会
長
挨
拶
】 

 
 

        

只
今
、
会
長
の
命
を
受
け
ま
し
た
株
式

会
社
ジ
ェ
イ
テ
ッ
ク
の
松
井
典
夫
と
申
し

ま
す
。
わ
た
く
し
は
平
成
１
２
年
に
東
海

村
の
「
旧 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団

（
現 

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
：
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ) 

」
か
ら
日
本
原

燃
株
式
会
社
に
出
向
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。 

当
時
、
再
処
理
工
場
は
建
設
段
階
に

あ
り
、
将
来
の
試
験
運
転
と
本
格
操
業
に

備
え
て
、
保
修
部
門
の
組
織
立
ち
上
げ
に

関
わ
り
、
一
貫
し
て
保
修
業
務
に
従
事
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
当
協
議
会

の
設
立
準
備
及
び
設
立
後
は
、
事
務
局
的

な
立
場
で
関
わ
り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
日
本
原
燃
㈱
の
関
連

会
社
で
あ
る
㈱
ジ
ェ
イ
テ
ッ
ク
に
出
向
の

身
で
あ
り
、
昨
年
の
１
０
月
か
ら
当
社
脇

阪
直
也(

当
協
議
会 

前
理
事)

の
後
任
と
し

て
当
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
皆
様
も
御
承
知
の
通
り
、
当 

 
協
議
会
は
、
六
ヶ
所
村
の
産
業
と
経
済
の

発
展
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

当
協
議
会
は
、
六
ヶ
所
村
、
原
子
力
事

業
者
で
あ
る
日
本
原
燃
㈱
、
国
内
有
数
の

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
三
菱
重
工

業
㈱
、
㈱
東
芝
、
日
立
Ｇ
Ｅ
ニ
ュ
ー
ク
リ

ア
・
エ
ナ
ジ
ー
㈱
、
全
国
規
模
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
社
そ
し
て
地
元
企
業
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
異
な
る
５
者
が
集
ま

っ
た
協
議
体
で
、
全
国
的
に
見
て
も
類
を

見
な
い
協
議
会
と
し
て
発
足
し
た
わ
け

で
す
。
設
立
当
初
は
、
参
加
４
０
社
余
り

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
で
は
７
０

社
に
増
え
、
地
元
勤
労
者
の
人
材
育
成
を

目
的
と
し
た
技
術
支
援
基
礎
講
座
、
も
の

づ
く
り
基
盤
技
術
基
礎
講
座
、
各
種
作
業

主
任
者
受
講
講
座
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
技

訓
練
そ
し
て
地
元
企
業
経
営
層
を
対
象

と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
、
各
種
公
演

会
の
開
催
、
さ
ら
に
は
各
種
親
睦
行
事
等

と
多
岐
に
渡
っ
て
事
業
を
展
開
す
る
に

至
り
、
ま
さ
に
六
ヶ
所
村
の
産
業
・
経
済

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
当
協

議
会
が
こ
こ
ま
で
発
展
し
、
多
く
の
成
果

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の

も
、
前
会
長
で
あ
る
橋
本
良
春
氏
の
人
望

と
強
い
指
導
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成

し
得
た
こ
と
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
そ
し
て
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
問
題
以
降
、
原
子
力
業
界
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。｢

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ

橋
本
会
長
に
、
当
協
議
会
の
舵
取
役
を
継

続
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。｣

と
の

思
い
で
、
強
く
慰
留
を
お
願
い
し
た
わ
け 

で
す
が
、
一
身
上
の
や
む
お
え
な
い
理
由

に
よ
り
退
任
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し

た
。 こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
改
め
て

そ
の
功
績
に
は
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す

と
と
も
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
任
に
私
が
な
る

な
ど
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
わ
け
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
場
で
は
、
こ
と
の
経

緯
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
差
し
控
え
ま
す

が
、
引
き
受
け
た
以
上
は
、
当
協
議
会
の

発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
頑
張
る
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
会
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、

当
協
議
会
の
発
展
及
び
六
ヶ
所
村
の
産

業
・
経
済
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、

何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
私
な
り
に
考

え
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

第
一
に
は
当
協
議
会
組
織(

会
員
数)

拡

大
。
設
立
当
初
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
再
処
理
工
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
参

入
の
た
め
の
地
元
勤
務
者
の
人
材
育
成
及

び
経
営
層
の
意
識
改
革
と
い
っ
た
点
に
重

点
を
置
い
て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
通
り
、
日
本

原
燃
㈱
以
外
に
も
村
内
で
事
業
展
開
さ
れ

て
い
る
企
業
・
機
関
等
、
例
え
ば
国
際
核

融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
風
力
発

電
事
業
者
、
石
油
国
家
備
蓄
基
地
、
環
境

科
技
術
研
究
所
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

事
業
者
殿
に
も
参
加
を
広
く
求
め
る
と
と

も
に
、
地
元
企
業
の
様
々
な
業
種
の
方
々
に

参
入
し
て
い
た
だ
き
、
当
協
議
会
の
活
動
を

通
じ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
当
協
議
会
の

目
的
と
す
る
産
業
・
経
済
の
発
展
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
二
は
、
よ
り
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
今
回
理
事
の

増
員
を
ご
承
認
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す

が
、
各
委
員
会
の
機
能
を
強
化
し
、
新
た

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
新
た
な
研
修
事

業
の
発
掘
、
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
、

組
織
の
拡
大
・
広
報
活
動
の
強
化
と
し
て

そ
の
役
割
を
担
う
第
３
委
員
会
を
立
ち
上

げ
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て 

お
り
ま
す
。 

第
三
に
は
、
い
よ
い
よ
再
処
理
工
場
の

竣
工
そ
し
て
本
格
操
業
を
目
の
前
に
控

え
、
や
は
り
本
工
場
の
安
定
操
業
の
た
め

に
は
、
故
障
・
ト
ラ
ブ
ル
時
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
即
応
体
制
の
確
立
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
地
元
企
業
と
し
て｢

果
た

す
べ
き
役
割｣

、「
求
め
ら
れ
る
も
の
」、
そ

し
て｢

ど
う
あ
る
べ
き
か｣

と
い
う
こ
と
を

改
め
て
検
討
す
る
場
を
設
け
、
当
協
議
会

の
活
動
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

以
上
、
微
力
な
が
ら
当
協
議
会
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご

協
力
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

太
平
洋
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に 

協
賛
し
、
汗
を
流
す
！ 

 
 

平
成
２
４
年
９
月
１
日
土
曜
日
、
六
ヶ

所
村
主
催｢

第
８
回 

太
平
洋
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦｣

に
会
員
３
９
社
２
３
３
名

を
含
む
、
参
加
総
勢
３
４
０
名
に
よ
り
、

尾
駮
漁
港
か
ら
出
戸
地
区
に
向
け
約
３

㎞
の
海
岸
清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

平
成
２
４
年
６
月
１
９
日 

当
協
議
会

会
員
企
業
１
４
社
を
含
む
、
２
２
企
業
・

機
関
の
協
力
に
よ
り
、
同
校
総
合
学
習｢

郷

土
企
業
を
知
る｣

を
テ
ー
マ
に
全
校
生
徒

(

１
年
か
ら
３
年
生)

１
７
９
名
参
加
に
て

開
催
さ
れ
る
。 

本
授
業
は
、
生
徒
の
将
来
の
職
業
選
択 

 

に
向
け
た
知
識
の
醸
成
を
図
る
機
会
と

す
る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

同
校
体
育
館
を
会
場
と
し
て
各
企

業
・
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
を
置

き
、
決
め
ら
れ
た
時
間
毎(

二
〇
分
間)

に

全
員
が
一
斉
に
入
れ
替
わ
り
、四
回
実
施

さ
れ
、
生
徒
達
は
思
い
お
も
い
、
各
ブ
ー

ス
を
巡
る
方
法
で
実
施
さ
れ
た
。 

生
徒
た
ち
は
企
業
等
の
仕
事
の
内
容

を
理
解
す
る
と
と
も
に
社
会
や
企
業
が

求
め
る
人
材
像
の
説
明
を
聞
き
、
自
分
の

将
来
の
職
業
選
択
に
向
け
た
道
標
を
探

る
べ
く
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
説
明
を
聞

く
と
と
も
に
、
質
問
し
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
の
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
な
、
職
業
理
解
を
深
め
る
授

業
は
公
演
方
式
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
形
式
で
の

開
催
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、以
前
に
新

聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

六
ヶ
所
高
等
学
校 

 
 
 

 

総
合
学
習｢

村
内
企
業
研
究
会｣

に 

１
４
社
協
力 

 

 

親
睦
ゴ
ル
フ コ

ン
ぺ
テ
ィ
シ
ョ
ン
開
催 

 

平
成
２
４
年
１
０
月
６
日
土
曜
日 

下

北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
て
２
９
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

【
成
績
】
優
勝
者
：
附
田
義
美 

準
優
勝
：
菅
原
晴
夫
、
３
位
：
沼
尾
修 

 
 

八
戸
港
湾
復
興
状
況
視
察 

平
成
２
４
年
１
２
月
７
日
金
曜
日 

会
員

２
４
社
３
５
名
参
加
に
よ
り
、八
戸
港
湾
復

興
状
況
等
の
視
察
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
土

交
通
省 

東
北
地
方
整
備
局 

八
戸
港
湾
・
空

港
整
備
局
事
務
所
担
当
者
２
名
の
方
の
案

内
で
船
上
か
ら
約
１
時
間
半
に
わ
た
り
港

内
施
設
等
を
巡
り
、
被
災
状
況
と
復
興
計
画

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

  

編集/発行：第３委員会 
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役
員
会 

県
外
原
子
力
施
設
視
察 

  

平
成
２
５
年
２
月
３
日
か
ら
５
日
の
間
、

六
ヶ
所
村
の
ご
支
援
に
よ
り
、
県
外
原
子
力

関
連
施
設
視
察
に
役
員
及
び
事
務
局
１
９

名
が
参
加
し
実
施
さ
れ
た
。 

本
視
察
は
東
日
本
大
震
災
後
に
お
け
る

原
子
力
施
設
の
災
害
及
び
シ
ビ
ア
ア
ク
シ

デ
ン
ト
対
策
と
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
研
究
に
つ
い
て
の
現
状
を
知

る
た
め
に
行
わ
れ
た
。 

 

１
日
目 

中
部
電
力
株
式
会
社
『
で
ん
き

の
科
学
館
』(

愛
知
県 

名
古
屋
市)

訪
問 

同
館
は
子
供
た
ち
に
科
学
の
不
思
議
と

電
気
に
関
す
る
興
味
を
抱
く
よ
う
に
工
夫

さ
れ
家
族
連
れ
で
、
科
学
の
不
思
議
と
知
識

を
深
め
る
体
験
型
の
施
設
と
な
っ
て
い
る

と
共
に
同
社
の
発
電
事
業
に
対
す
る
広
報

の
場
と
し
て
市
中
心
街
に
位
置
す
る
。
同
社

の
原
子
力
発
電
所
の
災
害
対
策
に
対
す
る

広
報
状
況
視
察
の
た
め
訪
問
し
た
。 

             

 

２
日
目 

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
『
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー 

瑞
浪
深
地
層
研
究
所
』(

岐
阜
県 

瑞
浪
市)

訪
問 現

在
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処

分
研
究
は
同
機
構
の
２
箇
所
の
研
究
所
で

行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
深
地
層
は
結
晶
質

岩
と
堆
積
岩
層
に
分
類
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー

は
前
者
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
幌
延
深
地
層

研
究
所(

北
海
道 

幌
延
町)

に
て
研
究
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
研
究
状
況
の
説
明
後
、 

 

 

新
な
会
員
３
０
社
が
加
入 

 

２
４
年
度
の
取
り
組
み
強
化
の
一
つ
で

あ
る
『
会
員
増
強
』
へ
の
取
り
組
み
活
動
の

結
果
、
新
年
度
に
向
け
て
新
た
に
３
０
社(

表

‐
１
参
照)

が
入
会
予
定
。
２
５
年
度
は
９
９

社(

普
通
会
員
９
４
、
特
別
会
員
５)

と
な
り
、

新
た
な
力
の
加
入
に
よ
り
、
更
な
る
事
業
充

実
と
展
開
を
図
る
。 

表-2  資格取得講座・講習会等開催状況 
①資格取得講座 開  催 人数 場   所 

有機溶剤作業主任者 6月 23日～24日 50 原燃テクノロジーセンター 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 10月 19日～21日 55 原燃テクノロジーセンター 
 

②技術訓練支援 開  催 人数 場   所 

ものづくり基盤基礎講座(1年コース) 6月  9日～12月 2日(14日) 9 六ヶ所村中央公民館 

ものづくり基盤基礎講座(2年コース)  5月 19日～11月 4日(14日) 9 東北職業開発大学校(五所川原市) 

弁保修訓練 12月  8日～ 9日 8 原燃テクノロジーセンター 

横型ポンプ保修訓練 2月 23日～24日 8 原燃テクノロジーセンター 
 

③技術支援マネジメント講習・講演 開  催 人数 場   所 

技術支援基礎講座 4月 18日～20日(3日間) 20 六ヶ所文化交流プラザ スワニー 

マネジメント実務講習 3月 16日 41 六ヶ所村中央公民館 

マネジメントセミナー2013 2月 27日 112 六ヶ所文化交流プラザ スワニー 

ISO9001要求事項解釈コース 3月 23日 54 六ヶ所文化交流プラザ スワニー 

 

表-3  会議・情報交換会等開催状況 
名   称 開催日 場   所 

定期総会 5月 15日 六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 
役員会 第 1回 4月 20日 六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 
    第 2回 5月 15日 六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 
    第 3回及び役員歓送迎会 6月 13日 Casusl French North40-40(三沢) 
    第 4回 7月 13日 六ヶ所村分庁舎 
    第 5回 8月 24日 六ヶ所村分庁舎 
    第 6回及び役員歓送迎会 9月 19日 鮨道楽一八(三沢) 
    第 7回 10月 17日 六ヶ所村分庁舎 
    第 8回 11月 14日 六ヶ所村分庁舎 
    第  9回 12月 12日 スパハウスろっかぽっか 
    第 10回 1月 16日 六ヶ所村分庁舎 
    第 11回 2月 13日 六ヶ所村分庁舎 
    第 12回 3月 13日 六ヶ所村分庁舎 
会員視察研修 12月 7日 八戸市港湾施設等 
役員原子力施設視察 2月 3～5日 岐阜・愛知・静岡県 
親善ゴルフコンペティション 10月 6日 スリーハンドレットゴルフクラブ 
会員懇親会  第 1回 5月 15日 六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 

第 2回 12月  7日 鮨処魚らく(三沢) 
第 3回 2月 27日 六ヶ所文化交流プラザ スワニー 

 

深
度
５
０
０
ｍ
立
坑
に
１
０
０
ｍ
毎
に
水

平
坑
道
が
設
置
さ
れ
、
地
下
３
０
０
ｍ
地
点

ま
で
降
り
て
の
見
学
を
実
施
し
た
。 

 

              

３
日
目 
中
部
電
力
㈱
『
浜
岡
原
子
力
発

電
所
』(

静
岡
県 
御
前
崎
市) 

同
発
電
所
は
沸
騰
型
軽
水
原
子
炉
５
基

(

１
・
２
号
機
は
平
成
２
１
年
１
月
運
転
終

了)

の
発
電
設
備
が
あ
る
。
当
地
域
は｢

東

海
・
東
南
海
・
南
海
三
連
動
地
震｣
の
発
生

が
想
定
さ
れ
、 

菅
元
総
理
の｢

世
界
一
危
険

な
発
電
所｣

発
言
に
よ
り
運
転
停
止
要
請
を

受
け
入
れ
、
全
号
機
が
停
止
中
で
あ
り
、
現

在
は｢

世
界
一
安
全
な
発
電
所｣

に
向
け
て

１
千
３
百
億
円
を
費
や
し
て
の
安
全
対
策

強
化
工
事
中
で
あ
る
。
同
発
電
所
Ｐ
Ｒ
拠
点

で
あ
る
『
浜
岡
原
子
力
館
』
に
て
概
略
説
明

後
、
発
電
所
構
内
に
入
り
、
高
さ
２
２
ｍ
の

防
波
壁
、
施
設
浸
水
・
耐
震
強
化
、
外
部
電

源
施
設
等
の
工
事
状
況
の
現
地
見
学
を
実

施
し
た
。 

【
お
詫
び
】 

発
電
所
は
重
要
施
設
で
あ
り
保
安
管
理
上

の
問
題
か
ら
写
真
掲
載
を
控
え
ま
す
。 

 

 

  議
・
情
報
交
換
会
等(

表
‐
３
参
照)

が
開

催
さ
れ
技
術
向
上
の
為
の
事
業
が
活
発

に
展
開
さ
れ
た
。 

 

ものづくり基盤基礎講座修了式 

  

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習 横型ポンプ保修訓練 

表-1 新規加入企業（順不同） 

企          業          名 

青森ＮＦＣテクニカルサービス㈱ ＡＴＯＭ Ｗｏｒｋｓ㈱ 松尾建設㈲ 

㈱青森原燃テクノロジーセンター ㈱木内計測 青森作業所 六興電気㈱ 六ヶ所作業所 

青森エネテック㈱ 日本原燃分析㈱ 柏崎建設㈲ 

㈱シーエックスアール 六ヶ所出張所 ㈲十和田タクシー 相和物産㈱ 

㈱ＡＮＯＶＡ テックプロジェクトサービス㈱ ㈲十文字林業 

㈱神戸製鋼所 原子力・ＣＷＤ六ヶ所事務所 大羽建設㈱ ㈱日立パワーソリューションズ 六ヶ所事務所 

辰星技研㈱ 六ヶ所支店 大泉建設㈱ ㈱ＩＨＩ 六ヶ所建設工事事務所 

㈲ナスコ ㈱鷹架工務店 ㈱アセンド 六ヶ所事務所 

日本複合材料㈱ 六ヶ所事業所 ㈱鳥谷部建設工業 東光鉄工㈱ 

㈱中村塗装店 青森営業所 小泉建設㈱ ㈱エヌランド 

 

２
４
年
度
は
十
種
の
資
格
取
得
講

座
・
講
習(

表
‐
２
参
照)

が
開
講
さ
れ
、

総
勢
３
６
６
名
が
受
講
す
る
と
共
に
会 

 

各
種
技
術
支
援
講
座
等 

開
催
さ
れ
る 

 

 

 

  

役員会及び役員歓送迎会 奉仕活動：太平洋クリーンアップ作戦 技術支援基礎講座 マネジメントセミナー 


